
授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　

放送局勤務歴有・ コ ンサル業務

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

ク ール開始授業説明、 到達点について

現状の敬語力

小テスト ／尊敬、 丁寧

小テスト ／謙譲語

小テスト ／よく 間違える敬語の使い方

模擬テスト

模擬テスト

筆記テスト

前ク ール振り 返り 、 次ク ール授業説明、 到達点について

グループワーク ／サービス接遇２ 級対策

グループワーク ／サービス接遇２ 級対策

グループワーク ／サービス接遇２ 級対策

グループワーク ／サービス接遇２ 級対策

グループワーク ／サービス接遇２ 級対策

グループワーク ／サービス接遇２ 級対策

筆記テスト

到達目標

１ 、 サービス業務に対する心構え、 対人心理の理解、 応対の技術、 振る舞いなどを学ぶ

２ 、 おも てなし の心と かたちを習得する

３ 、 サービス接遇検定３ 級合格

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： サービス接遇I 堂上 　 ■ 1年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
導入授業

2
敬語①

3
敬語②

4
敬語③

5
敬語④

6
検定対策

7
検定対策

8
中間テスト

9
復習授業

10
敬語・ グループ研究

11
敬語・ グループ研究

12
敬語・ グループ研究

13
敬語・ グループ研究

14
敬語・ グループ研究

15
敬語・ グループ研究

16
最終テスト



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

放送局勤務歴有・ コ ンサル業務

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

ク ール開始授業説明、 到達点について

理解でき ていないと こ ろ の把握と 克服

過去問

場面に応じ た文章作成・ 問題集

場面に応じ た文章作成・ 問題集

場面に応じ た文章作成・ 問題集

模擬テスト

筆記テスト ・ 実技テスト

前ク ール振り 返り 、 次ク ール授業説明、 到達点について

電話の受け方・ 名前伺い

聞き 取り

伝言の受け方と メ モ

会話のバト ンタ ッ チ

ク レーム

ケーススタ ディ

筆記テスト ・ 実技テスト

到達目標

１ 、 サービス業務に対する心構え、 対人心理の理解、 応対の技術、 振る舞いなどを学ぶ

２ 、 おも てなし の心と かたちを習得する

３ 、 サービス接遇検定３ 級合格

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： サービス接遇I I 堂上 　 ■ 1年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
導入授業

2
前期振り 返り

3
敬語

4
アナウンス文

5
掲示文

6
販売文

7
検定対策

8
中間テスト

9
導入授業

10
電話対応

11
電話対応

12
電話対応

13
電話対応

14
電話対応

15
電話対応

16
最終テスト



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　
情報システム企業勤務歴有

授業の方法
課題内容

（ 授業時間内での設定課題）
Wor d2019基本編

Wor d2019基本編

ビジネス文書編集問題 Word2019基本編

Wor d2019基本編

ビジネス文書作成問題 Word2019基本編

Wor d2019基本編

表を使用し たビジネス文書表作成問題 Word2019基本編

図形作成問題 Word2019基本編

Wor dの2019基本編テキスト の総合問題 Word2019基本編

模擬問題1 Wor d文書処理技能認定試験３ 級問題集

模擬問題2 Wor d文書処理技能認定試験３ 級問題集

模擬問題3 Wor d文書処理技能認定試験３ 級問題集

模擬問題4 Wor d文書処理技能認定試験３ 級問題集

模擬問題5 Wor d文書処理技能認定試験３ 級問題集

模擬問題6 Wor d文書処理技能認定試験３ 級問題集

到達目標
１ 、 Wor dの基本操作
２ 、 ビジネス文書の作成習得
３ 、 Wor d文書処理技能認定試験３ 級の取得

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： I Tビジネス学科

　 教科名： of f i ce基礎（ Wor d) 小磯 　 ■ １  年　 前期

演習 成績評価の方法・ 基準

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ント ）

1
授業内容説明、 Wor d-基本操作

2
文書編集

ビジネス文書の基本的な編集作業

3
印刷設定・ 文書編集問題

ヘッ ダーフ ッ タ ー・ 印刷設定・ 文書編集を行い機能を習得する

4
文書作成

ビジネス文書作成ためのテク ニッ ク

5
文書作成問題

文書編集・ 文書作成をまと めた書類を作成する

6
表を使っ た文書作成

表が入っ たビジネス文書を作成し 、 表の使い方を習得する

7
表を使っ た文書作成問題

表作成をメ イ ンに表の使い方を学ぶための問題を行っ ていく

8
図形や画像を使っ た文書の作成

ポスタ ーやチラ シなど、 ビジネス文書以外の書類の作成

9
総合学習問題

Word2019基本編第２ 部問題演習編

10
Wor d3級問題集

問題集の模擬問題１ の作成を行い、 作成後に解説し ます。

11
Wor d3級問題集

問題集の模擬問題2の作成を行い、 作成後に解説し ます。

12
Wor d3級問題集

問題集の模擬問題3の作成を行い、 作成後に解説し ます。

13
Wor d3級問題集

問題集の模擬問題4の作成を行い、 作成後に解説し ます。

14
Wor d3級問題集

問題集の模擬問題5の作成を行い、 作成後に解説し ます。

15
Wor d3級問題集

問題集の模擬問題6の作成を行い、 作成後に解説し ます。

16
最終テスト



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　
情報システム企業勤務歴有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

Excel 2019基本編

Excel 2019基本編

表作成問題 Excel 2019基本編

Excel 2019基本編

表作成グラ フ 作成問題 Excel 2019基本編

Excel 2019基本編

Excel 2019基本編

関数問題 Excel 2019基本編

Excel 2019基本編の総合問題 Excel 2019基本編

四則演算・ SUM/AVERAGE関数を 使用し た表作成問題

グラ フ を含めた表作成問題

ROUND関数を含めた表作成問題

日付関数を含めた表作成問題

I F関数を含めた表作成問題

OR, ANDを 含めた複雑なI F関数を 含めた表作成問題

到達目標
１ 、 EXCELの基本操作
２ 、 EXCEL表・ グラ フ 作成
３ 、 基本的な関数の使い方を身につける

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： I Tビジネス学科

　 教科名： of f i ce基礎（ Excel ） 小磯 　 ■ １  年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
Excel -入力方法・ 四則演算

全角半角での入力方法・ 四則演算・ 絶対参照

2
Excel -表の編集

罫線・ 列・ 行幅・ 表を完成

3
Excel -表の印刷と 問題

ヘッ ダ・ フ ッ タ の作成・ 印刷範囲の設定

4
Excel -グラ フ 作成・ 図形描画

表を元に棒グラ フ ・ 円グラ フ の作成

5
Excel -グラ フ 作成・ 図形描画問題

表作成・ 印刷設定・ グラ フ 作成問題

6
Excel -ブッ ク 管理・ ウィ ンド ウ操作・ データ ベース機能

ワーク シート の操作・ ウィ ンド ウ枠の固定・ 並べ替え・ 抽出

7
Excel -関数

SUM/AVERAGE/MAX/MI N/COUNT/ROUND/I F/DATEDI F関数

8
Excel -関数問題

各関数を使用し た表作成問題

9
Excel -総合学習問題

Excel 2019基本編の表・ グラ フ ・ 関数を使用し た総合問題

10
Excel -総合問題1（ 表・ 関数）

11
Excel -総合問題2（ 表・ グラ フ ・ 関数）

12
Excel -総合問題3（ 表・ 関数）

13
Excel -総合問題4（ 表・ 関数）

14
Excel -総合問題5（ 表・ 関数）

15
Excel -総合問題5（ 表・ 関数）

16
最終テスト



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　
結婚式場・ 百貨店等の色彩指導

授業の方法
課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： I Tビジネス学科

　 教科名： ビジネスカ ラ ー 姫野 　 ■ １  年　 前期

ｶﾗ をー使う 仕事を調べる
ｸﾗｽﾒｲﾄのｶﾗ ｲーﾒ ｼー゙

ﾊ゚ ｿーﾅﾙｶﾗｰについて
1. 色彩心理学・ 生理学（ 人間の目と 色の関係）

ﾊ゚ ｿーﾅﾘﾃｨﾃｽﾄ・ ｻﾌﾞ ｼ゙ ｪｸﾄｶﾗ ﾃーｽﾄ

到達目標
１ 、 色彩理論及び色彩心理学の基礎を理解し 、 色の意味、 効果、 影響力について
２ 、 理論的に説明でき るよう にする。 （ 占い、 まじ ない、 迷信などと の違いを明ら かに

演習 成績評価の方法・ 基準

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ント ）

3

4 1.  色彩心理学・ 生理学（ 色彩生理学と は）

1. 色彩心理学・ 生理学（ 色彩心理学と は）

1

2

ﾋﾞ ｼ゙ ﾈｽｶﾗ とー は
色のｲﾒ ｼー゙

16
テスト

13

14

　 色の心理効果（ 膨張・ 収縮、 軽重、 硬軟）

前期総復習

前期ﾃｽﾄ

色相環作成

15

11

12

9

10

6.  色の連想・ イ メ ージ（ 赤～緑）

7

8

色の性質・ ｲﾒ ｼー゙

5

6

2.  眼のし く み
    ﾊ゚ ｿーﾅﾙｶﾗｰ診断

色彩理論中心に前期内容復習

ﾄﾞ ﾛ ｲーﾝｸﾞ ｶﾗ ﾃーｽﾄ

　 色の心理効果（ 暖色・ 寒色、 進出色・ 後退色） 色の性質・ ｲﾒ ｼー゙

ト ーン図作成

3.  光と 色
    ﾊ゚ ｿーﾅﾙｶﾗｰ診断

ト ーン図作成

4.  混色「 加法混色」 と 「 減法混色」
    ﾊ゚ ｿーﾅﾙｶﾗｰ診断

心理効果表作成

5.  色の三属性・ 色のト ーン 色相配色表作成

ﾄ ﾝー配色表作成

6.  色の連想・ イ メ ージ（ 青～水色） 自分の個性のｼー ｽ゙ ﾝを確認

6.  色の連想・ イ メ ージ（ 茶～グレー） 色の性質・ ｲﾒ ｼー゙



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　
結婚式場・ 百貨店等の色彩指導

授業の方法
課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

　 色の三属性・ 三原色　 色の視覚効果

　 基本の配色　 （ 　 色相配色・ ト ーン配色　 ）

　 １ ． 誰も が心地よい、 快適感を満喫でき る配色

　 ２ ． 目を惹き 、 刺激的で興奮を促す配色

　 ３ ． 時代を動かすト レンド 的な配色

　 ビジネス戦略ツールと し てのカ ラ ーを考える

　 カ ラ ーマーケティ ングと 色彩心理

　 言語によるイ メ ージスケール作成

　 季節のイ メ ージスケール作成

　 自由課題によるイ メ ージスケール作成

　 画像の色分析により 、 レイ アウト 、 面積比を確認する

　 フ ァ ッ ショ ンイ メ ージカ ラ ー・ 広告のイ メ ージカ ラ ー

　 ・ 空間のアク セント カ ラ ー

　 過去問題による試験対策

　 資格試験内容を踏まえた後期テスト

　 資格試験内容解説

到達目標
１ 、 色彩理論や色彩心理学に基づいて、 ビジネスを構築する際に選択する色を
　 　 理論的説明でき るよう にする。
２ 、 ビジネスカ ラ ージュ ニアアド バイ ザー資格を取得するための学習をする

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： I Tビジネス学科

　 教科名： ビジネスカ ラ ー 姫野 　 ■ １  年　 後期

成績評価の方法・ 基準

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ント ）

1
　 色彩理論復習

2
　 基本の配色

演習

5
　 ビジネスカ ラ ー配色

6
　 ビジネスカ ラ ー理論

3
　 ビジネスカ ラ ー配色

4
　 ビジネスカ ラ ー配色

9
　 カ ラ ーイ メ ージスケール

10
　 カ ラ ーイ メ ージスケール

7
　 カ ラ ーマーケティ ングと は

8
　 カ ラ ーイ メ ージスケール

13
ビジネスカ ラ ージュ ニアアド バイ ザー資格試験対策

14
後期テスト

11
　 カ ラ ーコ ーディ ネイ ト 演習

12
　 カ ラ ーコ ーディ ネイ ト 演習

15
ビジネスカ ラ ージュ ニアアド バイ ザー資格試験

16
試験解説



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　

文科省書写検定審査委員

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

文字を 書く ための基本

姿勢・ 持ち 方・ 自分の名前の確認

自分の名前（ 配字配列）

感じ のバラ ン スの取り 方を 学ぶ❶

感じ のバラ ン スの取り 方を 学ぶ❷

片仮名の字源と 特徴

片仮名のバラ ン スの取り 方を 学ぶ

片仮名の字源と 特徴

片仮名のバラ ン スの取り 方を 学ぶ

縦書き の書式と バラ ン ス

活字から 書き 文字へ書き 取り

横書き の書式と バラ ン ス

活字から 書き 文字へ書き 取り

文字のバラ ン スの取り 方（ まと め）

縦書き ・ 横書き （ 小テスト ）

履歴書の書き 方（ 下書き ）

名前・ 漢字の書き 取り 練習

履歴書の書き 方

履歴書を 書く ための書式と バラ ン ス

履歴書の書き 方

添削を 参考にまと め

横書き 　 第1・ 4問

〜早書き ・ 楷書〜

横書き 　 第1・ 4問

〜早書き ・ 楷書〜

はがき の表書き 　 第５ 問

〜はがき の書式を 学ぶ〜

はがき の表書き 　 第５ 問

〜はがき の書式を 学ぶ〜

到達目標

１ 、 文字の基本から 学び読みやすい文章の書き 方を学ぶ

２ 、 履歴書の書き 方

３ 、 書写検定合格のポイ ント

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 硬筆書写 岩下 　 ■ １  年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
読みやすい文字を 書く コ ツ ①

筆順

2
読みやすい文字を 書く コ ツ ②

筆順

3
読みやすい文字を 書く コ ツ ③

筆順

4
読みやすい文字を 書く コ ツ ④

部首

5
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑤

部首

6
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑥

常用漢字

7
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑦

常用漢字

8
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑧

常用漢字

9
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑨

10
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑩

11
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑪

12
書写検定合格のポイ ン ト ①

13
書写検定合格のポイ ン ト ②

14
書写検定合格のポイ ン ト ③

15
書写検定合格のポイ ン ト ④

16
テスト



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　

文科省書写検定審査委員

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

書写理論

部首

筆順

筆順

草書のよみ

常用漢字

常用漢字

まと め①

まと め②

評価１

評価２

評価３

評価４

検定の確認

評価５

到達目標

１ 、 書写検定合格のポイ ント

２ 、 合格でき る技能を 身につける

３ 、 筆ペンで実用書を 学ぶ

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 硬筆書写 岩下 　 ■ １  年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
書写検定合格のポイ ント

①横書き の書式と 特徴

2
・ 早書き ４ 分（ 第１ 問）

・ 横書き （ 第４ 問） 漢字・ 平片仮名・ 数字・ アルフ ァ ベッ ト

3
②縦書き の書式と 特徴

・ 楷書と 行書の特徴

4
・ マス（ 第２ 問）

・ 縦書き （ 第３ 問）

5
③掲示文を書く

・ B4サイ ズに油性マジッ ク で書く

6
・ レイ アウト と バラ ンス（ 第６ 問）

7
④はがき の表書き （ 復習）

・ 書式と 文字のバラ ンス（ 第５ 問）

8
⑤復習（ 第１ 問〜第６ 問）

・ 理論　 過去問

9
書写検定過去問題

・ 模擬①

10
書写検定過去問題

・ 模擬②

11
書写検定過去問題

・ 模擬③

12
履歴書（ 復習）

書写検定の説明、 その他

13
筆ペンで実用書を学ぶ

・ 慶弔の表書き 〜慶事の書き 方と 由来

14
筆ペンで実用書を学ぶ

・ 慶弔の表書き 〜弔事の表書き と 由来

15
筆ペンで実用書を学ぶ

・ 慶弔の表書き 〜慶事・ 弔事の表書き 　 小テスト ・ まと め

16
テスト



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

基本構造、 ト ッ プページ

サンプルが脳の取得、 ト ッ プページ

文字のリ ンク と 画像のリ ンク 、 フ ォ ルダレベルが

下がっ た場合のリ ンク 等の対応

セルに画像のはめ込み

映像、 音声を表示するwebページ

ht t p, f t p, Fi l ezi l l a

筆記テスト 　 HTMLの基本構造

筆記テスト ： HTMLの基本構造

ベース記事の作成

記事３ 本完成、 CSSによる枠付き 横並びの体裁

タ イ ト ル、 ナビゲーショ ン、 フ ッ タ ー作成

記事と タ イ ト ル、 ナビゲーショ ン、 フ ッ タ ーの作成

お知ら せの追加

Gi f アニメ ーショ ンを追加

HTML +CSSの基本構造

到達目標

１ 、 Webページを 作成するために必要なHTMLの知識を 習得する

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

Webアプリ 基礎A
デジタ ルLLC

宮原
　 ■ 1 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
HTMLの基本構造

2
画像の表示

3
リ ンク の設定

4
テーブルタ グ

5
映像と 音声の表示

6
プロト コ ルの概要

7
中間テスト

8
中間テスト 返却・ 解説

9
pet news記事の選択

10
CSSによる記事の体裁

11
記事ページの部品作成

12
記事ページの部品合成

13
記事サイ ト の作成

14
アイ キャ ッ チの作成

15
期末テスト

16
期末テスト 返却・ 解説



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

ht ml ５ 入門

要素と CSS

音声動画の取り 扱い

CSSによ る 要素の動的な制御

JavaScr i pt によ る 動画の再生制御

JavaScr i pt によ る 動画の再生制御

テスト ページの制作

実技テスト ： テスト ページの要件評価

サイ ト 構成と Topページの作成

Li nkページの作成

ボタ ン を 角丸にし てグラ デーショ ン を つける

サイ ト メ ニュ ーを 作成

Jpegアニーメ ーショ ン に変更

全体調整

実技テスト ： シン グルWebページの要件評価

到達目標

１ 、 動き のあるWebページを作成するために必要なHTMLの知識を習得する。

２ 、 仮想的なNews記事を配信するホームページを制作でき るこ と を目標に実習を行う 。

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： Webアプリ 基礎B
デジタ ルLLC

宮原
　 ■  1年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
動き のある Webページの制作

2
動き のある Webページの制作

3
動き のある Webページの制作

4
動き のある Webページの制作

5
動き のある Webページの制作

6
動き のある Webページの制作

7
動き のある Webページの制作

8
中間テスト

9
シン グルWebページ制作	

10
シン グルWebページ制作	

11
シン グルWebページ制作	

12
シン グルWebページ制作	

13
シン グルWebページ制作	

14
シン グルWebページ制作	

15
期末テスト

16
中間・ 期末テスト 解説



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

ク ール開始授業説明、 到達点について

タ ーミ ナル操作、 OSイ ン スト ール

Li nuxシステムの基本操作

フ ァ イ ルと ディ レ ク ト リ の操作

コ マン ド ラ イ ン と メ タ キャ ラ ク タ

標準入出力と 標準エラ ー出力

フ ァ イ ルの内容の表示と 検索

エディ タ ( vi ) の使い方

フ ァ イ ルの編集

パーミ ッ ショ ン と アク セス権

文字の置換

並べ替え

重複削除

抽出・ 整列・ 比較

文字列の検索

シェ ルスク リ プト

到達目標

１ 、 Webサーバーの公開に必要なOSの環境を作成し 操作、 運用を行う 方法を習得する。

２ 、 サーバOSのコ マンド コ ンソ ールを使用し て機器制御の分野で活用さ れるプログラ ムの作成方法を習得する。

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： Webイ ンフ ラ Ⅰ
デジタ ルLLC

宮原
　 ■ 1 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
導入授業

2
サーバOS導入

3
サーバOS導入

4
CLI によ る 操作

5
CLI によ る 操作

6
CLI によ る 操作

7
CLI によ る 操作

8
CLI によ る 操作

9
CLI によ る 操作

10
セキュ リ ティ の設定

11
フ ァ イ ル操作

12
フ ァ イ ル操作

13
フ ァ イ ル操作

14
フ ァ イ ル操作

15
フ ァ イ ル操作

16
スク リ プト 言語



授業担当

４ 単位　 64時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

予想問題　 ７ －１ ～７ －８

予想問題　 ８ －１ ～８ －１ ４

予想問題９ －１ ～９ －３ ６

予想問題１ ０ －１ ～１ ０ －４

到達目標

１ 、 社会人に必要と なる情報技術に関する基礎的な知識を 解説

２ 、 国家試験のI Tパスポート 試験の合格を 目標と する

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： I Tパスポート 大庭 　 ■ 1 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
ç

　 ７ －１ 　 基礎理論、 情報に関する理論

2
　 ７ －２ 　 アルゴリ ズムと プログラ ミ ング

　 　 　 　 　 データ 構造

3
　 　 　 　 　 マーク アッ プ言語

８ 章　 ８ －１ 　 コ ンピュ ータ システム

4
　 ８ －２ 　 コ ンピュ ータ の構成用要素

　 ８ －３ 　 プロセッ サ、 記憶装置、 入出力デバイ ス

5
　 ８ －３ 　 システムの構成

　       　 システムの構成要素

6
　 ８ －４ 　 ソ フ ト ウェ ア

　 　 　 　 　 ハード ウェ ア

7
９ 章　 技術要素

　 ９ －１ 　 ヒ ュ ーマンイ ンタ ーフ ェ ース

8
　 ９ －２ 　 マルチメ ディ ア技術

　 ９ －３ 　 データ ベース　

9
　 ９ －４ 　 データ ベース設計

　 ９ －５ 　 データ ベース操作

10
　 ９ －６ 　 ト ラ ンザク ショ ン処理

　 ９ －７ 　 ト ラ ンザク ショ ン処理

11
　 ９ －８ 　 ネッ ト ワーク 方式

　 　 　 　 　 通信プロト コ ル

12
　 ９ －９ 　 ネッ ト ワーク 応用

１ ０ 章　 １ ０ －１ 　 情報セキュ リ ティ

13
　 　 　 　 １ ０ －２ 　 情報セキュ リ ティ 管理

　 　 　 　 １ ０ －３ 　 情報セキュ リ ティ 対策

14
前期試験対策

15
前期試験

16
前期試験返却・ 解説



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　
３、幅広い知識を講義と問題演習により習得する。						

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

基礎理論　 過去問

基礎理論　 過去問

コ ンピュ ータ システム　 過去問

ハード ウエア　 過去問

データ ベース・ 表計算　 過去問

ネッ ト ワーク 　 過去問

情報セキュ リ ティ 　 過去問

企業活動・ 法務　 過去問

経営戦略　 過去問

技術戦略　 過去問

システム戦略　 過去問

開発技術　 過去問

プロジェ ク ト マネジメ ント 　 過去問

サービスマネジメ ント 　 過去問

監査　 過去問

筆記テスト ： テク ノ ロジ系・ スト ラ テジ系

到達目標

１ 、 I Tを活用するために必要なコ ンピュ ータ 、 経営戦略、 マネジメ ント 、 ネッ ト ワーク など、 						

幅広い知識を講義と 問題演習により 習得する。 						

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： I Tパスポート 大庭 　 ■  1年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
テク ノ ロジ系

2
テク ノ ロジ系

3
テク ノ ロジ系

4
テク ノ ロジ系

5
テク ノ ロジ系

6
テク ノ ロジ系

7
テク ノ ロジ系

8
スト ラ テジ系

9
スト ラ テジ系

10
スト ラ テジ系

11
スト ラ テジ系

12
マネジメ ント 系

13
マネジメ ント 系

14
マネジメ ント 系

15
マネジメ ント 系

16
期末テスト ・ 解説



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

関係データ モデル、 主キー外部キー

vi deo. db作成, sel ect 文

抽出SQL（ wher e i n、 >=, <=, ! =, ）

抽出SQL（ or der  by, ascend, descend）

抽出SQL（ count ( *) , gr oup by, ）

都道府県. db作成, 都道府県テーブルよ り 人口密度の表示

市町村テーブルよ り 人口密度の表示

都道府県の人口密度を 多い順に表示する

市町村の人口が少ない順に県名も 含めて表示する

簡単なSQL参照製薬の実習

テーブル作成、 データ 投入、 更新波及、 削除波及、
ビュ ー作成、 実表と 仮想表、 ER図

I Tパスポート 問題（ 顧客-売上） のDB実装

販売DBのSQL展開、 操作の実習

Post gr eSQLサーバ導入、 ネッ ト ワーク 設定、 CSE接続確認

Post gr eSQL、 受注データ べースの復元

正規化演習（ 注文書） →ERDモデリ ン グ→SQL作成

正規化演習→SQL実装→導出項目復元エラ ー→再設計→第五正規形

参照制約の確認、 ト ラ ン ザク ショ ン 、 排他制御

ロ ッ ク 、 正規化例題

I pass受注票→正規化→実装

社員情報管理データ ベースの作成

社員情報管理データ ベースの実装

DVD管理データ ベースの作成

DVD管理データ ベースの実装

電話番号管理データ ベースの作成

電話番号管理データ ベースの実装

PC所有データ ベースの作成

PC所有データ ベースの実装

筆記テスト ： 抽出SQL・ 正規化と モデリ ン グ

到達目標

１ 、 関係演算の考え方と と も に、 RDBの実践的な操作方法を習得する。

２ 、 正規化、 モデリ ング、 論理設計、 物理設計などデータ 構造の表記や設計の方法を習得する。

３ 、 SQL・ 正規化・ ERDモデリ ングの概念を理解する。

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： データ ベース 堀川 　 ■ 1 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
DB操作言語

2
DB操作言語

3
DB操作言語

4
DB操作演習

5
DB操作演習

6
DB操作演習

7
DB操作演習

8
DBサーバ導入

9
DB設計

10
DBMS

11
DB設計演習

12
DB設計演習

13
DB設計演習

14
DB設計演習

15
DB設計演習

16
期末テスト ・ 解説



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

名簿管理DBの設計と 実装

テーブル設計

物理DBの構築

データ 入力と ク エリ の作成

社員原票の正規化

ERDモデリ ング

SQL-DDL概念データ モデルの作成

データ ベースサーバ（ Post gr eSQL） の導入

テーブル実装（ 概念スキーマ構築）

テスト データ 入力

社員原票を復元（ 外部スキーマ） するためのビュ ーを作成

データ ベースサーバ（ Post gr eSQL） の導入

テーブル実装（ 概念スキーマ構築）

テスト データ 入力

社員原票を復元（ 外部スキーマ） するためのビュ ーを作成

要件定義、 論理データ モデル作成

ERDモデリ ング

SQL-DDL概念データ モデルの作成（ テーブル設計）

テーブル実装（ 概念スキーマ構築）

テスト データ 作成

テスト データ 入力

外部スキーマ作成

ネッ ト ワーク セキュ リ ティ 設定、 権限付与

ク ラ イ アント アプリ ケーショ ンんの導入

運用テスト

実技テスト ： 社内図書管理システムの評価

到達目標

１ 、 関係演算の考え方と と も に、 RDBの実践的な操作方法を 習得する。

２ 、 正規化、 モデリ ング、 論理設計、 物理設計などデータ 構造の表記や設計の方法を 習得する。

３ 、 SQL・ 正規化・ ERDモデリ ングを 実装でき る。

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

データ ベース 堀川 　 ■  1年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
DBシステムの構築演習

2
DBシステムの構築演習

3
社員情報管理DB

データ モデリ ング

4
社員情報管理DB

データ モデリ ング

5
社員情報管理DB

Wi nndowsサーバに実装

6
社員情報管理DB

Wi nndowsサーバに実装

7
社員情報管理DB

Li nuxサーバに実装

8
社員情報管理DB

Li nuxサーバに実装

9
ク ラ ウド 環境構築課題演習

社内図書管理システム

10
DB設計

11
DB設計

12
DB実装

13
DB実装

14
DB実装

15
システム実装

16
期末テスト



授業担当

プログラ ム作成において重要なアルゴリ ズムの考え方をパタ ーン別に説明. 。 4単位　 64時数

合計処理、 ソ ート 処理、 カ レンダー作成、 探索処理フ ローチャ ート の作成に挑戦。 実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

課題１

課題２

課題３

課題４

課題５

課題６

課題７

課題８

課題９

課題１ ０

課題１ １

課題１ ２

課題１ ３

到達目標

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： アルゴリ ズム 堀川 　 ■ 1 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
●アルゴリ ズムと は

　 フ ローチャ ート 記号

2
●表示処理

　 計算処理

3
●合計処理

4
●平均処理

5
●判断処理（ う るう 年判定）

6
●繰り 返し 処理

　 読み書き の繰り 返し

7
●配列処理

8
●ソ ート 処理（ 基本選択法）

9
●乱数作成

10
●カ レンダー作成

11
●二重ループ処理（ 九九表作成）

12
●魔方陣作成

13
●探索処理

14
●二分探索処理

15
前期試験

16
前期試験返却・ 解説



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

テーマのフ ロ ート チャ ート 作成

到達目標

１ 、 プログラ ミ ング技術を 上達さ せるため、 様々な視点でのアルゴリ ズムを 習得さ せる。

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： アルゴリ ズム 堀川 　 ■  1年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
繰り 返し 　 Ⅰ〜nまでの数和

2
順位付け

3
ユーク リ ッ ド 互除法

4
九九表計算

（ 配列使用版）

5
万年カ レ ン ダー作成

（ 配列使用版）

6
乱数

7
ソ ート （ 分類）

基本選択法

8
基本交換法

基本挿入法

9
サーチ

線形探索

10
二分探索

11
再帰

12
魔法陣作成

13
バイ オリ ズム作成

14
バイ オリ ズム作成

15
まと め

16
後期試験・ 解説



授業担当

１ 、 基礎的なアルゴリ ズムを 自ら 作成でき るスキルを 身につける。 4単位　 64時数

２ 、 課題ごと にプログラ ム作成に必要なアルゴリ ズムを 習得する。 実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

基礎課題１

基礎課題２

基礎課題３

基礎課題４

基礎課題５

基礎課題６

基礎課題７

基礎課題８

基礎課題９

基礎課題１ ０

基礎課題１ １

基礎課題１ ２

基礎課題１ ３

15
前期試験

16
前期試験返却・ 解説

13
アルゴリ ズム応用

14
アルゴリ ズム応用

11
アルゴリ ズム応用

12
アルゴリ ズム応用

9
アルゴリ ズム応用

10
アルゴリ ズム応用

7
アルゴリ ズム応用

8
アルゴリ ズム応用

5
アルゴリ ズム応用

6
アルゴリ ズム応用

3
アルゴリ ズム応用

4
アルゴリ ズム応用

1
振り 返り

2
アルゴリ ズム応用

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： アルゴリ ズム 堀川 　 ■ 2年　 　 前期

到達目標



授業担当

１ 、 複雑なアルゴリ ズムを、 自ら 作成でき るスキルを身につける。 4単位　 64時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

応用課題１

応用課題２

応用課題３

応用課題４

応用課題５

応用課題６

応用課題７

応用課題８

応用課題９

応用課題１ ０

応用課題１ １

応用課題１ ２

応用課題１ ３

15
後期試験

16
後期試験返却・ 解説

13
アルゴリ ズム応用

14
アルゴリ ズム応用

11
アルゴリ ズム応用

12
アルゴリ ズム応用

9
アルゴリ ズム応用

10
アルゴリ ズム応用

7
アルゴリ ズム応用

8
アルゴリ ズム応用

5
アルゴリ ズム応用

6
アルゴリ ズム応用

3
アルゴリ ズム応用

4
アルゴリ ズム応用

1
振り 返り

2
アルゴリ ズム応用

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： アルゴリ ズム 堀川 　 ■  2年　 　 後期

到達目標 ２ 、 課題ごと にプログラ ム作成に必要なアルゴリ ズムを習得する。



授業担当

C言語能力認定試験３ 級合格を目指し 、 基本的な文法・ プログラ ム作成方法を 4単位　 64時数

取得する。 実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

課題第１ 章　 1-1-1 ～ 1-1-3

     1-2-1～  1-2-5

課題第２ 章　 2-1-1 ～ 2-1-3

     2-2-1 ～ 2-2-3

課題第３ 章　 3-1-1 ～ 3-1-3

課題第４ 章　 4-1-1 ～ 4-1-3

     4-2-1 ～ 4-2-5

課題第５ 章　 5-1-1 ～ 5-1-10

     5-1-1 ～ 5-1-10

     5-2-1 ～ 5-2-5

課題第６ 章　 6-1-1 ～ 6-1-8

     6-1-1 ～ 6-1-8

     6-1-1 ～ 6-1-8

課題第９ 章　 9-1-1 ～ 9-1-9

     9-2-1 ～ 9-2-4

課題第１ ０ 章　 10-1-1 ～ 10-1-4

     10-2-1 ～ 10-2-6

     10-3-1 ～ 10-3-6

     10-4-1 ～ 10-4-4

     10-5-1 ～ 10-5-4

     10-6-1 ～ 10-6-7

課題第１ ２ 章　 12-1-1 ～ 12-1-4

     12-2-1 ～ 12-2-2

     12-3-1 ～ 12-3-4

課題第１ ３ 章　 13-1-1、 13-2-1 ～ 13-2-3

到達目標

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

プログラ ミ ング言語 堀川 　 ■ 1 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
第１ 章　 まずは慣れよう

　 １ －１ 　 表示　 １ －２ 　 変数

2
　 １ －３ 　 読み込み

第２ 章　 演算と 型　 ２ －１ 　 演算　 ２ －２ 　 型

3
第３ 章　 分岐　 i f 文

第４ 章　 繰り 返し 　 ４ －２ 　 whi l e文

4
　 ４ －３ 　 f or文　 ４ －４ 　 多重ループ

第５ 章　 配列　 ５ －１ 　 配列

5
　 ５ －１ 　 配列

　 ５ －２ 　 多次元配列

6
第６ 章　 関数　 ６ －１ 　 関数と は

　 ６ －２ 　 関数の設計

7
　 　 　 　 　 関数の設計

第８ 章　 いろ いろ なプログラ ムを作っ てみよう 　

8
　 ８ －１ 　 関数形式マク ロ

　 ８ －２ 　 ソ ート

9
第９ 章　 文字列の基本

　 ９ －１ 　 文字列と は　 ９ －２ 　 文字列の配列

10
　 ９ －３ 　 文字列の操作

第１ ０ 章　 ポイ ンタ 　 １ ０ －１ 　 ポイ ンタ

11
　 １ ０ －２ 　 ポイ ンタ と 関数

　 １ ０ －３ 　 ポイ ンタ と 配列

12
第１ １ 章　 文字列と ポイ ンタ 　 １ １ －１ 　 文字列と ポイ ンタ

　 １ １ －２ 　 ポイ ンタ による文字列の操作

13
　 １ １ －３ 　 文字列を扱う ラ イ ブラ リ 関数

第１ ２ 章　 構造体　 １ ２ －１ 　 構造体

14
　 １ ２ －２ 　 メ ンバと し ての構造体

第１ ３ 章　 フ ァ イ ル処理　 １ ３ －１ 　 フ ァ イ ルと スト リ ーム

15
　 １ ３ －２ 　 テキスト と バイ ナリ

　 １ ３ －３ 　 pr i nt f 関数書式付入出力

16
前期試験・ 試験解説



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

プロ グラ ム課題

１ 章

プロ グラ ム課題

３ 章

プロ グラ ム課題

４ 章

プロ グラ ム課題

５ 章

プロ グラ ム課題

６ 章

プロ グラ ム課題

７ 章

プロ グラ ム課題

８ 章

プロ グラ ム課題

８ 章

プロ グラ ム課題

９ 章

プロ グラ ム課題

９ 章

到達目標

１ 、 Javaに関する基本的な知識を有し 、 簡単なプログラ ミ ングが書ける

２ 、 オブジェ ク ト 指向について基本的な概念を理解する

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： プログラ ミ ング言語 堀川 　 ■  1年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
Java実行環境の設定

第1章プロ グラ ムの書き 方

2
第3章条件分岐

3
第4章　 配列

4
第5章　 メ ソ ッ ド

5
第6章　 複数ク ラ スを 用いた開発

6
第7章　 オブジェ ク ト 指向を 始めよ う

7
第8章　 イ ン スタ ン スと ク ラ ス

8
第8章　 イ ン スタ ン スと ク ラ ス

9
第9章　 さ まざまなク ラ ス機構

10
ク ラ ス型と 参照

11
Javaプロ グラ ミ ン グ能力認定試験

過去問題１

12
Javaプロ グラ ミ ン グ能力認定試験

過去問題２

13
Javaプロ グラ ミ ン グ能力認定試験

過去問題３

14
サン プル問題Ⅰ

15
サン プル問題Ⅱ

16
総まと め



授業担当

Java言語にて順次処理、 繰り 返し 処理、 条件分岐処理の構文を自ら 作成でき る。 4単位　 64時数

Java検定試験合格 実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

授業説明、 到達点、 最終目標について

プログラ ミ ング環境構築

命令について

変数

計算式

演算子と 型変換

計算式（ 課題）

筆記テスト

実技テスト

前ク ールの振り 返り

次ク ールの授業説明

条件分岐

繰り 返し

配列

メ ソ ッ ド

配列（ 課題）

メ ソ ッ ド （ 課題）

筆記テスト

実技テスト

15
演習

16
最終テスト

13
構文

14
演習

11
構文

12
構文

9
導入授業

10
構文

7
演習

8
中間テスト

5
構文

6
構文

3
プログラ ム構造

4
構文

1
導入授業

2
環境構築

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

プログラ ミ ング言語 堀川 　 ■ 2 年　 　 前期

到達目標



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

授業説明、 到達点、 最終目標について

I DE導入

I DEの使用方法

Swi ngの基本と  Jf r ame

テキスト フ ィ ールド の実装

Swi ngのイ ベント と 処理を知る

画像表示プログラ ム

Dukeのジャ グリ ングプログラ ム

エディ タ プログラ ムの作成

エディ タ プログラ ムの作成

エディ タ プログラ ムの作成

シーザ暗号プログラ ムの作成

シーザ暗号プログラ ムの作成

シーザ暗号プログラ ムの作成

シーザ暗号プログラ ムの作成

筆記テスト

実技テスト

15
Wi ndowsベースアプリ ケーショ ン演習

16
最終テスト

13
Wi ndowsベースアプリ ケーショ ン演習

14
Wi ndowsベースアプリ ケーショ ン演習

11
Wi ndowsベースアプリ ケーショ ン演習

12
Wi ndowsベースアプリ ケーショ ン演習

9
Wi ndowsベースアプリ ケーショ ン演習

10
Wi ndowsベースアプリ ケーショ ン演習

7
Wi ndowsベースアプリ ケーショ ン基礎

8
Wi ndowsベースアプリ ケーショ ン基礎

5
Wi ndowsベースアプリ ケーショ ン基礎

6
Wi ndowsベースアプリ ケーショ ン基礎

3
開発環境構築

4
Wi ndowsベースアプリ ケーショ ン基礎

1
導入授業

2
開発環境構築

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： プログラ ミ ング言語 堀川 　 ■  2年　 　 後期

到達目標

I DE（ 統合開発環境） を使用し てGUI アプリ ケーショ ンの効率的な作成方法を習得する。



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

多層防御の考え方

ネッ ト ワーク と セキュ リ ティ

情報システムの安全管理

共通鍵暗号化方式

公開鍵暗号化方式

電子署名と 暗号化、 ハッ シュ アルゴリ ズム

sshの鍵認証（ SSL/TLSの仕組み）

sshの鍵認証（ SSL/TLSの仕組み）

sshの鍵認証（ SSL/TLSの仕組み）

sshの鍵認証（ SSL/TLSの仕組み）

sshの鍵認証（ SSL/TLSの仕組み）

sshの鍵認証（ SSL/TLSの仕組み）

sshの鍵認証（ SSL/TLSの仕組み）

sshの鍵認証（ SSL/TLSの仕組み）

実技テスト ： PKI 環境の評価

　 　 　 　 　 　 公開鍵認証による接続の評価

到達目標

１ 、 ネッ ト ワーク 上の安全な通信経路を補確保するために必要な暗号化技術を講義と と も に演習を通し て習得する。 						

２ 、 ネッ ト ワーク 接続におけるSSLの仕組みを習得する。

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 情報セキュ リ ティ Ⅰ
デジタ ルLLC

宮原
　 ■ 2 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
セキュ リ ティ と は

2
セキュ リ ティ と は

3
セキュ リ ティ と は

4
セキュ リ ティ の実際

5
セキュ リ ティ の実際

6
セキュ リ ティ の実際

7
通信のセキュ リ ティ

8
通信のセキュ リ ティ

9
通信のセキュ リ ティ

10
通信のセキュ リ ティ

11
通信のセキュ リ ティ

12
通信のセキュ リ ティ

13
通信のセキュ リ ティ

14
通信のセキュ リ ティ

15
期末テスト

16
返却・ 解説



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

ク ール開始授業説明、 到達点について

ログイ ン画面の非表示

セキュ アコ ピー

スパーユーザコ マンド の制限

SELi nux

フ ァ イ ヤーウォ ール（ Ver ６ 系）

フ ァ イ ヤーウォ ール（ Ver 7系）

筆記テスト ： 実技テスト ： フ ァ イ ヤーウォ ールの状態評価

sshセキュ リ ティ シェ ルの設定

sshセキュ リ ティ シェ ルの設定

セキュ リ ティ ログの調査

パスワード ク ラ ッ キング

デフ ォ ルト セキュ リ ティ ポリ シー

フ ァ イ ルスク リ ーンと シャ ド ウコ ピー

ACLと 隠し 共有

筆記テスト ： 実技テスト ： サーバの状態評価

到達目標

１ 、 サーバ接続時に必要なセキュ リ ティ 要件を 演習を 通し て習得する。 						

２ 、 サーバのセキュ リ ティ 対策の技法を 習得する。

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 情報セキュ リ ティ Ⅱ
デジタ ルLLC

宮原
　 ■  2年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
導入授業

2
Li nuxサーバセキュ リ ティ

3
Li nuxサーバセキュ リ ティ

4
Li nuxサーバセキュ リ ティ

5
Li nuxサーバセキュ リ ティ

6
Li nuxサーバセキュ リ ティ

7
Li nuxサーバセキュ リ ティ

8
中間テスト

9
サーバサイ ド セキュ リ ティ

10
サーバサイ ド セキュ リ ティ

11
サーバサイ ド セキュ リ ティ

12
サーバサイ ド セキュ リ ティ

13
Wi ndowsサーバセキュ リ ティ

14
Wi ndowsサーバセキュ リ ティ

15
Wi ndowsサーバセキュ リ ティ

16
最終テスト



授業担当

オブジェ ク ト 指向の考え方に基づき Java言語を 使用し てプログラ ム作成を 行う 。 4単位　 64時数

ク ラ スの設計を 行いク ラ スを 作成、 そのテスト ク ラ スと し て実行用ク ラ スを 作成。 実務経験　

Java言語を 使用し てのオブジェ ク ト プログラ ミ ング方法の取得を 目指す。 I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

課題7の実装

課題8の実装

課題9の実装

課題10の実装

課題11の実装

課題12の実装

課題13の実装

到達目標

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 基本情報処理対策1 大庭 　 ■ 2年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
第７ 章　 オブジェ ク ト 指向と は

2
第８ 章　 イ ン スタ ン スと ク ラ ス

3
　 　 　 ク ラ スの定義

　 　 　 ク ラ スの生成

4
第９ 章　 さ まざまなク ラ ス

　 　 　 参照型

5
　 　 　 コ ン スト ラ ク タ

6
第１ ０ 章　 継承

　 　 　 継承の基礎

7
　 　 　 継承と コ ン スト ラ ク タ

8
第１ １ 章　 高度な継承

　 　 　 抽象ク ラ ス

9
　 　 　 イ ン タ ーフ ェ ース

10
第１ ２ 章　 多態性

　 　 　 多態性と は

11
　 　 　 多態性のメ リ ッ ト

12
第１ ３ 章　 カ プセル化

　 　 　 カ プセル化の目的と メ リ ッ ト

13
　 　 　 アク セス制御

　 　 　

14
前期試験対策

15
前期試験対策

16
前期試験返却・ 解説



授業担当

4単位　 64時数

２ 年前期

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

生産管理データ ベースのモデルを 確認

SQL-DDL物理テーブル作成

SQL-DML生産データ 入力

SQL－DMLデータ 抽出、 内容確認

１ ． 品目テーブルの表示と ルッ ク アン ド フ ィ ール

データ ベースアク セスパラ メ ータ を 修正し DB接続用部品を 作成する

すべてのJavaフ ァ イ ルを 　 －ｄ 　 オプショ ン つき でコ ン パイ ルする

Quer ySwi ngVi ewCont r ol 　 を 実行し 品目テーブルの内容が出力さ れる こ と を 確認する

２ ． 在庫テーブルの更新と 削除

テーブル内容保持Bean（ 部品） を 作成する

在庫テーブル内容取得Bean（ 部品） を 作成する

更新制御Cont r ol l er （ 制御） を 作成する

削除追加機能付き Vi ew（ GUI 表示） を 作成する

３ ． DukeのJuggl i ngの実装

Juggl i ngアニメ ーショ ン 実行（ スレ ッ ド ） と 実行制御Cont r ol l er （ 制御） を 作成する

４ ． コ ン ト ロ ールパネルの設計

Dat abaseSer ver I Pを 指定する テキスト フ ィ ールド を 作成する

ロ グイ ン （ 接続） 機能を 実現する ための項目フ ィ ールド を 作成する

５ ． コ ン ト ロ ールパネルの実装

コ ン ソ ール起動用ボタ ン 、 Wi ndow消去ボタ ン を 作成する

アイ コ ン ツ ールバー（ ツ ールチッ プ付き ） を 作成する

６ ． コ ン ソ ール表示

ソ ースコ ード 中の Syst em. out . pr i nt l n を 出力する コ ン ソ ールWi ndowを 作成する

７ ． 見込み生産計画入力

基準生産計画（ MPS） を 入力する アプリ を 作成する

期間と 計画品目はド ロ ッ プダウン リ スト から 選択でき る よ う にする

MPSテーブルの内容を 表示する アプリ を 作成する

カ レ ン ダーを 作成する

実技テスト ： MPSアプリ の状態を 評価

到達目標
１ 、 ク ラ イ アント サイ ド で稼働するJavaアプリ ケーショ ンを開発する

２ 、 ク ラ イ アント に導入し たJavaプログラ ムと と ネッ ト ワーク 上のデータ ベースサーバが通信を行う アプリ ケーショ ンを開発する

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 基本情報処理対策Ⅱ 大庭 　 ■ 2 年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
データ ベースサーバの構築

2
データ ベースサーバの構築

3
Javaプロ グラ ム開発

4
Javaプロ グラ ム開発

5
Javaプロ グラ ム開発

6
Javaプロ グラ ム開発

7
Javaプロ グラ ム開発

8
Javaプロ グラ ム開発

9
Swi ngプロ グラ ム開発

10
Swi ngプロ グラ ム開発

11
Swi ngプロ グラ ム開発

12
Swi ngプロ グラ ム開発

13
Swi ngプロ グラ ム開発

14
Swi ngプロ グラ ム開発

15
期末テスト

16
期末テスト 返却・ 解説



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

I Tプロ グラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

プログラ ミ ング環境構築

基本構文の復習

ク ラ スと イ ンスタ ンス

イ ンタ ーフ ェ ース

スーパーク ラ スと サブク ラ ス

例外

ガーベッ ジコ レ ク ショ ン

スレッ ド

パッ ケージ

フ ァ イ ル操作

ネッ ト ワーク プログラ ムの制作（ Pi ngSt dout ）

ネッ ト ワーク プログラ ムの制作（ Pi ngSt dout ）

ネッ ト ワーク プログラ ムの制作（ Pi ngSt dout ）

ネッ ト ワーク プログラ ムの制作（ Pi ngSt dout ）

実技テスト ： 例外処理の実装

応答要求プログラ ムの制作

到達目標

１ 、 オブジェ ク ト 指向プロ グラ ミ ン グに必要な概念と 実態、 継承と 多態、 情報の隠蔽について実装の方法を 習得する

２ 、 I DE環境でプロ グラ ミ ン グを 行う 。

３ 、 I DE環境を 使用し てOSに依存し ないオブジェ ク ト 指向プロ グラ ムの作成方法を 習得する 。

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビ ジネス学科

　 教科名： オブジェ ク ト 指向プロ グラ ミ ン グ 堀川 　 ■  2年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験によ る 評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
環境構築

2
前提知識

3
構文

4
構文

5
構文

6
構文

7
構文

8
構文

9
構文

10
構文

11
構文

12
構文

13
構文

14
構文

15
期末テスト

16
期末テスト ・ 返却



授業担当

人間が分かり 易いよう に「 現実世界のモノ を そのままモデリ ングし たも の」 を 作成 4単位　 64時数

し ていく と いう 考え方のオブジェ ク ト 指向を 使用し たプログラ ムの作成方法を 実務経験　

取得する I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

課題7

　 Book. cl ass ExecBook. j ava

課題8

　 Account . j ava   ExecAccount . j ava

  Accountク ラ スの拡張

課題9

　 Tr i angl e. j ava、 ExecTr i angl e. j ava

  Book. j ava,  Tr i angl e. j avaの拡張

課題10

　 　 Student . j ava、 ExecSt udent . j ava

課題11　 約分メ ソ ッ ド を利用し て通分

　 分数ク ラ スの作成

課題11　 約分メ ソ ッ ド を利用し て通分

　 分数ク ラ スの作成

課題12　 toSt r i ngメ ソ ッ ド 追加

　 分数ク ラ スの作成

到達目標

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： オブジェ ク ト 指向プログラ ミ ング 堀川 　 ■ 2 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
第７ 章　 オブジェ ク ト 指向と は

2
第８ 章　 イ ンスタ ンスと ク ラ ス

3
　 　 　 ク ラ スの定義

　 　 　 ク ラ スの生成

4
第９ 章　 さ まざまなク ラ ス

　 　 　 参照型

5
　 　 　 コ ンスト ラ ク タ

6
第１ ０ 章　 継承

　 　 　 継承の基礎

7
　 　 　 継承と コ ンスト ラ ク タ

8
第１ １ 章　 高度な継承

　 　 　 抽象ク ラ ス

9
　 　 　 イ ンタ ーフ ェ ース

10
第１ ２ 章　 多態性

　 　 　 多態性と は

11
　 　 　 多態性のメ リ ッ ト

12
第１ ３ 章　 カ プセル化

　 　 　 カ プセル化の目的と メ リ ッ ト

13
　 　 　 アク セス制御

　 　 　

14
前期試験対策

15
前期試験対策

16
前期試験返却・ 解説



授業担当

１ 、 DXの基礎を 理解 4単位　 64時数

２ 、 DXのすすめる手法を 理解 実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

Ｄ Ｘ の基礎用語や事例

DXについて考える

DXについて考える

演習 DXと 日本政府・ 自治体について考える

演習 DXと 日本政府・ 自治体について考える

DXを 支える デジタ ル技術 I OT、 ビ ッ グデータ 、 AI 、 ロ ボッ ト

演習 デジタ ル技術の活用について考える

演習 デジタ ル技術の活用について考える

業界の破壊的な再編を 引き 起こ すディ スラ プショ ン ディ スプラ タ ー、 プラ ッ ト フ ォ ーマー、

マルチサイ ド プラ ッ ト フ ォ ーム、 エコ システム

演習 各業界のDXについて考える

演習 各業界のDXについて考える

演習 各業界のDXについて考える

15
前期試験

16
前期試験返却・ 解説

11

12

13

14
前期試験対策

5

6

7

8

9

10

3
演習

4
日本のDXの現状

1
DXの基本

2
演習

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： DX 宮原 　 ■ 2 年　 　 前期

到達目標



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

DX戦略を考える

DX戦略を考える

演習 デジタ ル戦略を考える

演習 デジタ ル戦略を考える

変革のプロセス

演習 企業のDXの進め方について考える

演習 企業のDXの進め方について考える

未来予測と こ れから の仕事

演習 日本社会の課題について考える

演習 日本社会の課題について考える

演習 日本社会の課題について考える

15
後期試験

16
後期試験返却・ 解説

11

12

13

14
後期試験対策

5

6

7

8

9

10

3
演習

4
デジタ ル戦略の検討手法

1
成功事例から 学ぶデジタ ル戦略

2
演習

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： DX 宮原 　 ■  2年　 　 後期

到達目標

１ 、 デジタ ル戦略の策定

２ 、 DXに必要な人材になる。



授業担当

総合開発環境を 使用し てOSに依存し ないWi ndowベースのアプリ ケーショ ンプログラ ム 4単位　 64時数

の作成方法を 習得する。 実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

授業説明、 到達目標

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

筆記テスト

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

JavaSDK8 + I DE( ECLI PSE)

筆記テスト

15
メ モ帳アプリ の作成（ 保残・ 削除）

16
課題実習

試験

13
アニメ ーショ ン の表示

14
メ モ帳アプリ の作成（ 入力・ 編集）

11
画像ビ ュ ーアの作成

12
キーボード アク ショ ン の取得

9
ToDoリ スト の作成

10
テキスト ビ ュ ーアの作成

7
イ ベン ト 処理（ 課題実習）

8
課題実習

試験

5
テキスト フ ィ ールド の実現

6
イ ベン ト 処理

3
Wi ndowフ レ ーム作成

4
コ ン ポーネン ト の作成

1
導入授業

2
統合開発環境と GUI プロ グラ ミ ン グ

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： webサイ ト 用プログラ ミ ング言語Ⅰ 宮原 　 ■ 2 年　 　 前期

到達目標



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

授業説明、 到達目標

I I S+ASP

I I S+ASP

I I S+ASP

I I S+ASP

I I S+ASP

I I S+ASP

I I S+ASP

筆記試験

I I S+Tomcat

I I S+Tomcat

I I S+Tomcat

I I S+Tomcat

I I S+Tomcat

I I S+Tomcat

I I S+Tomcat

I I S+Tomcat

筆記試験

15
Web検索アプリ ケーショ ンの実装

16
課題実習

最終試験

13
Web検索アプリ ケーショ ンの設計

14
Web検索アプリ ケーショ ンの実装

11
ログイ ンプロセス

12
セッ ショ ン継続のログイ ンプロセス

9
データ ベース接続と レ コ ード 表示

10
Webページと データ ベース連携

7
ク ッ キーの読み書き

8
課題実習

中間テスト

5
フ ォ ワード

6
セク ショ ンの継続

3
基本構文

4
データ の受け渡し

1
導入授業

2
プログラ ミ ング環境構築

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： webサイ ト 用プログラ ミ ング言語Ⅱ 宮原 　 ■  2年　 　 後期

到達目標

１ 、 Wi ndows系サーバにおけるサイ ド プログラ ムの作成方法を習得し Web検索

　 　 アプリ ケーショ ンを作成する。



授業担当

単位　 時数

実務経験　

放送局勤務歴有・ コ ンサル業務

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

課題テスト 有り

・ 過去問題より

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

到達目標

１ 、 検定3級合格

２ 、 社会人と し て役に立つ知識を 修得

３ 、 マナーを 通し て人間力を 高める

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： ビジネス実務マナー 堂上 　 ■ 2年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
授業内容の発表

・ 実務ガイ ド 本より

2
ビジネスマンと し ての資質

・ 執務要件、 （ まと め） シート

3
組織の機能

・ 業務分担、 職制

4
全体マナー　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 テキスト 仕上げ

5
文書（ 社内）

・ 知識＋事務用品

6
文書（ 社外）

・ 知識＋ａ

7
復習　 １

8
復習　 ２

9
過去問題

10
過去問題

11
過去問題

12
過去問題

13
過去問題

14
単位試験　 実施

15
単位試験　 振り 返り

過去問題

16



授業担当

単位　 時数

実務経験　

放送局勤務歴有・ コ ンサル業務

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

ク レーム開始授業説明、 到達点について

前期の復習　 発生練習　 電話応対

グループワーク でスク リ プト ( 台本) づく り

グループワーク 　 スク リ プト 作成

グループで発表　 ケーススタ ディ ー

商品の説明、 解説、 買う 気にさ せる話し 方

商品の説明、 解説、 買う 気にさ せる話し 方

内容評価: レポート 提出と 発表頻度

授業への積極的な関わり /チームの役割

多種多様なク レームについて、 基本的な対応方法を知る

①心情理解・ お詫び②原因・ 事実確認③代替案・ 解決策の提示

④再度のお詫び、 感謝ロールプレイ ングで実践演習

詫び状の書き 方( 参考例3パタ ーン) 各自の業種の

事例を想定し 記入

朝礼を想定し 話す内容を各自で考え発表

通学の仕方、 休日の過ごし 方、 ラ ンチのお店など自分が知っ ている情報を

SNSスタ イ ルで報告。 自己紹介、 5W2H端的に、 分かり やすく

グループワーク 　 KSB卒業旅行の企画

( 全学科が楽し める思い出に残る旅行のアイ ディ ア)

グループワーク 　 KSB卒業旅行の企画プレゼン

内容評価: レポート 提出/授業への積極的な関わり /チームの役割

到達目標

１ 、 接客応対の実績を事例を参考に、 ロールプレイ により 身につける

２ 、 おも てなし の心と かたちを習得する

３ 、 多様なク レームに対応でき る知識

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： ビジネス実務マナー	
	

堂上 　 ■ 2年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
導入授業

2
電話の受電スキル

3
売り 出し 訓練

4
売り 出し 訓練

5
売り 出し 訓練

6
プレゼン訓練

7
プレゼン訓練

8
中間評価

9
ク レーム対応

10
ク レーム対応

11
ク レーム対応

12
3分間スピーチ

13
マイ プレゼン

14
企画から プレゼン

15
企画から プレゼン

16
最終評価



授業担当

　 2単位　 　 32時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

教科ごと のカ リ キュ ラ ムを 再確認

履修状況確認

理解度を 確認し 、 遅れを サポート

個別指導

理解度を 確認し 、 遅れを サポート

個別指導

理解度を 確認し 、 遅れを サポート

個別指導

前期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

前期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

業界EXPO準備

個別指導

業界EXPO準備

個別指導

AI Cオンラ イ ン留学

ビジネス分野

AI Cオンラ イ ン留学

I T分野

AI Cオンラ イ ン留学

ペッ ト 分野

AI Cオンラ イ ン留学

スポーツビジネス分野

AI Cオンラ イ ン留学

フ ァ ッ ショ ン分野

AI Cオンラ イ ン留学

学生交流会

AI Cオンラ イ ン留学

まと め

前期振り 返り

後期に向けての目標等

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： スキルアッ プⅠ 堀川 ■ １ 年　 　 前期

到達目標
１ 年前期履修カ リ キュ ラ ムの復習・ サポート 授業実施
業界EXPOまでのサポート
オンラ イ ン留学の実施から 個々の視野を 広げる

講義・ 実技

回
授業内容

1 前期授業振り 返り

2 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

3 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

4 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

5 復習と スキルアッ プ

6 復習と スキルアッ プ

7 就職指導

8 就職指導

9 オンラ イ ン留学プログラ ム

10 オンラ イ ン留学プログラ ム

11 オンラ イ ン留学プログラ ム

12 オンラ イ ン留学プログラ ム

16 前期まと め

13 オンラ イ ン留学プログラ ム

14 オンラ イ ン留学プログラ ム

15 オンラ イ ン留学プログラ ム



授業担当

　 2単位　 　 32時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

教科ごと のカ リ キュ ラ ムを 再確認

履修状況確認

理解度を 確認し 、 遅れを サポート

個別指導

理解度を 確認し 、 遅れを サポート

個別指導

理解度を 確認し 、 遅れを サポート

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

就職・ キャ リ アアッ プを 目指し た

個別指導

就職・ キャ リ アアッ プを 目指し た

個別指導

振り 返り

就職に向けての目標等

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： スキルアッ プⅡ 堀川 ■  ２ 年　 後期

到達目標

講義・ 実技

回
授業内容

1 1年授業振り 返り

2 1年授業ブラ ッ シュ アッ プ

3 1年授業ブラ ッ シュ アッ プ

4 1年授業ブラ ッ シュ アッ プ

5 復習と スキルアッ プ

6 復習と スキルアッ プ

7 復習と スキルアッ プ

8 復習と スキルアッ プ

9 復習と スキルアッ プ

10 復習と スキルアッ プ

11 復習と スキルアッ プ

12 復習と スキルアッ プ

16 後期まと め

13 復習と スキルアッ プ

14 就職サポート と キャ リ アアッ プ

15 就職サポート と キャ リ アアッ プ



授業担当

　 2単位　 　 32時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有　

授業の方法 成績評価の方法・ 基準

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

ク エリ ー② 集計、 ク ロ ス

ク エリ ー② 

フ ォ ームの作成

フ ォ ームの作成

マク ロ の作成

フ ォ ームの作成

バッ チ処理の作成

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 特別補講 堀川  ■  １ 年　 　 後期

到達目標 Accessデータ ベースを 作成でき る。

講義

回
授業内容

1

2

3

データ ベースアプリ ケーショ ン の理解

リ レ ーショ ナルシッ プ

ク エリ ー① 削除、 抽出、 更新

4

5

6

7

8

9

10

11

12

レ ポート の作成

レ ポート の作成

16

13

14

15

演習①

演習②

演習③

期末テスト



授業担当

４ 単位　 ６ ４ 時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有　

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標

１ 、 Excel VBAの習得

２ 、

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 特別補講 堀川 　 ■  2年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
概要　 マク ロ と VBA、 マク ロ 操作

VBEと は

2
関数１ 四則演算、 日付時刻操作

文字列操作

3
確認問題１ 　 変数

4
確認問題２ 　 条件分岐

5
確認問題３ 　 関数２

6
確認問題４ 　 繰り 返し

7
確認問題５ 　 成果物作成

8
成果物作成

9
概要、 フ ロ ーチャ ート 、 フ ロ ーチャ ート 実習問題

10
デバッ ク 技術、 セル操作、 確認問題６

11
書式設定、 確認問題７ 、 ワーク シート 操作

12
データ ベース操作　 確認問題８

13
ユーザーフ ォ ーム、 Subプロ シージャ

14
Funct i onプロ シージャ 、 確認問題８

確認問題９

15
確認問題１ ０

成果物作成

16
期末テスト



授業担当

２ 単位　 ３ 2時数

実務経験　

カ リ フ ォ ルニア大学講師

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

接続チェ ッ ク ・ ログイ ン・ アカ ウント 確認

受講方法の確認

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

レベルチェ ッ ク

到達目標
日常会話を英語でTRYし 身につける	
各回のレベルチェ ッ ク に合格次第次のレベルに進み、 最終レベルまで到達する

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 英会話（ オンラ イ ン） AI C ■　 １ 年　 前期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
授業オリ エンテーショ ン

2
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson 1 

3
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ２

4
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ３

5
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ４

6
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ５

7
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ６

8
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ７

9
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ８

10
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ９

11
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson １ ０

12
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson １ １

13
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson １ ２

14
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson １ ３

15
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson １ ４

16
AI Cオンラ イ ン英会話

まと め



授業担当

２ 単位　 ３ 2時数

実務経験　

カ リ フ ォ ルニア大学講師

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

接続チェ ッ ク ・ ロ グイ ン ・ アカ ウン ト 確認

受講方法の確認

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

レ ベルチェ ッ ク

到達目標
日常会話を 英語でTRYし 身につける	
各回のレ ベルチェ ッ ク に合格次第次のレ ベルに進み、 最終レ ベルまで到達する

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 英会話（ オンラ イ ン） AI C ■　 １ 年　 　 後期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
授業オリ エン テーショ ン

2
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson 1 

3
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ２

4
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ３

5
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ４

6
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ５

7
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ６

8
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ７

9
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ８

10
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ９

11
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ０

12
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ １

13
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ２

14
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ３

15
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ４

16
AI Cオン ラ イ ン 英会話

まと め



授業担当

２ 単位　 ３ 2時数

実務経験　

カ リ フ ォ ルニア大学講師

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

接続チェ ッ ク ・ ロ グイ ン ・ アカ ウン ト 確認

受講方法の確認

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

レ ベルチェ ッ ク

到達目標
日常会話を 英語でTRYし 身につける	
各回のレ ベルチェ ッ ク に合格次第次のレ ベルに進み、 最終レ ベルまで到達する

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 英会話（ オンラ イ ン） AI C ■　 2年　 　 前期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
授業オリ エン テーショ ン

2
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson 1 

3
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ２

4
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ３

5
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ４

6
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ５

7
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ６

8
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ７

9
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ８

10
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ９

11
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ０

12
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ １

13
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ２

14
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ３

15
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ４

16
AI Cオン ラ イ ン 英会話

まと め



授業担当

２ 単位　 ３ 2時数

実務経験　

カ リ フ ォ ルニア大学講師

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

接続チェ ッ ク ・ ロ グイ ン ・ アカ ウン ト 確認

受講方法の確認

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

レ ベルチェ ッ ク

到達目標
日常会話を 英語でTRYし 身につける	
各回のレ ベルチェ ッ ク に合格次第次のレ ベルに進み、 最終レ ベルまで到達する

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 英会話（ オンラ イ ン） AI C ■　 2年　 　 後期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
授業オリ エン テーショ ン

2
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson 1 

3
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ２

4
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ３

5
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ４

6
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ５

7
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ６

8
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ７

9
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ８

10
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ９

11
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ０

12
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ １

13
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ２

14
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ３

15
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ４

16
AI Cオン ラ イ ン 英会話

まと め



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　

心理カ ウンセラ ー/人材育成勤務歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

授業の内容を理解し 、 就職に向けた取り 組み

を理解する

自己理解と はどのよう なこ と かを知る

素直に受け止める力を身につける

自己理解

今まで考えてこ なかっ たこ と を実際に具体化する

自分の欲望がどのく ら い存在し ているか確認

無い人は欲を出すこ と の必要性を知る

周り から 見た自分を知る

素直に前向き に受け止める力を養う

今の自分を客観的に見て理想と のかけ離れが無いか自己分析

理想を明確にし 、 目標を設定する

価値と は何かを理解する

表現力の強化

基本的な流れを理解し 、 行動する

対人から の見え方、 受ける印象を理解する

心地よい挨拶、 印象に残るなど社会人スキルと 言われる

こ と は何かを理解する

到達目標

・ 自分発見（ ワーク を 通し て自分と 向き 合う こ と で気付き を 促し 「 自分発見」 に繋げる）

・ 企業リ サーチ

・ PR動画作成の準備

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： キャ リ アガイ ダンス 江川　 雅美 ■　 １ 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
導入授業

（ 授業の進め方、 成績のつけ方など説明）

2
就職までの流れ

自己理解１ ( ビヘイ ビアタ イ プ、 エゴグラ ム)

3
自己理解２ ( 願望の発見、 自分はどんな人？)

4
自己理解３ ( 欲望チェ ッ ク )

5
自己理解４ ( 他信)

6
自己イ メ ージの確立１

（ 現在のラ イ フ スタ イ ル、 理想の自分、 こ こ ろ の地図）

7
自己イ メ ージの確立２

（ 価値のリ レーショ ン）

8
アピールポイ ント

（ 振り 返っ て自分についてまと める）

9
自分の方向性・ 優先順位と 企業の選び方

企業リ サーチと は、 リ サーチの仕方・ ポイ ント

10
挨拶、 礼儀、 マナーなど①

11
挨拶、 礼儀、 マナーなど②

12
希望企業の選定（ ５ 社く ら いに絞る）

13
PR動画撮影に向けて①

（ 自己PR、 好き な教科、 趣味・ 特技など作っ てみる）

14
PR動画撮影に向けて②

（ PR動画の構成を考える( 内容や作品など) ）

15
PR動画撮影に向けて③

（ 構成に合わせてスピーチ内容を練り 直し ）

16



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　

心理カ ウン セラ ー/人材育成勤務歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標

・ PR動画を 作成する

・ 業界EXPOの為の準備

・ 就職試験、 面接、 オンラ イ ン面接の対策

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： キャ リ アガイ ダンスⅡ 江川　 雅美 ■　 １ 年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
PR動画用の自己PR修正、 作品準備

2
PR動画撮影①

3
PR動画撮影②

4
業界EXPO対策①

（ マナー、 話し 方、 聞き 方など）

5
業界EXPO対策②

（ 企業に質問し たいこ と などを 考える ）

6
就職試験( 筆記) 対策①

（ 過去問など）

7
就職試験( 筆記) 対策②

（ 過去問など）

8
集中授業

（ 補強が必要と 思われる 分野を する ）

9
面接対策①

（ 対策シート 作成）

10
面接対策②

（ 対策シート 練り 直し ）

11
オン ラ イ ン 面接対策①

（ オン ラ イ ン 面接時の注意点など）

12
オン ラ イ ン 面接対策②

（ オン ラ イ ン 面接の体験）

13
希望企業リ サーチ

（ 企業に質問し たいこ と などを 考える ）

14
希望企業リ サーチ

（ 企業に質問し たいこ と などを 考える ）

15
希望企業リ サーチ

（ 企業に質問し たいこ と などを 考える ）

16



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　

心理カ ウン セラ ー/人材育成勤務歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標
・ 社会人になっ てから のビジネスマナーを身につける

・ 会社に入っ てから の仕事を模擬体験する〜テーマに沿っ たイ ベント の企画をチームに分かれて行う 〜

・ 就職活動に対し ての自己の課題理解、 対策、 対応ができ る		

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： リ ク ルート ナビゲーショ ン 江川　 雅美 ■　 ２ 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
導入授業（ 授業の進め方、 成績のつけ方など説明） 	

個別面談（ 各個人の状況の確認、 春休みの活動報告） 	

2
イ ベント のテーマ決め

就職指導（ 個別対応） 	

3
企画の内容決め

就職指導（ 個別対応） 	

4
チーム決め、 担当割り

就職指導（ 個別対応） 	

5
イ ベント 企画① チームごと

就職指導（ 個別対応） 	

6
イ ベント 企画② チームごと

就職指導（ 個別対応） 	

7
イ ベント 企画③ チームごと

就職指導（ 個別対応） 	

8
イ ベント 企画④ チームごと

就職指導（ 個別対応） 	

9
イ ベント 企画⑤ チームごと

就職指導（ 個別対応） 	

10
プレゼン準備①

就職指導（ 個別対応） 	

11
プレゼン準備②

就職指導（ 個別対応） 	

12
プレゼン・ 投票

就職指導（ 個別対応） 	

13
イ ベント 詳細事項①（ 実行する程でする）

就職指導（ 個別対応） 	

14
イ ベント 詳細事項②（ 実行する程でする）

就職指導（ 個別対応） 	

15
振り 返り ・ 改善点

個別面談（ 各個人の状況の確認） 	

16



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　

心理カ ウン セラ ー/人材育成勤務歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標

・ 就職活動に対し ての自己の課題理解、 対策、 対応ができ る		

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： リ ク ルート ナビゲーショ ン 江川　 雅美 ■　 ２ 年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
個別面談（ 各個人の状況の確認） 	

2
就職指導（ 個別対応）

3
就職指導（ 個別対応）

4
就職指導（ 個別対応）

5
就職指導（ 個別対応）

6
就職指導（ 個別対応）

7
就職指導（ 個別対応）

8
就職指導（ 個別対応）

9
就職指導（ 個別対応）

10
就職指導（ 個別対応）

11
就職指導（ 個別対応）

12
就職指導（ 個別対応）

13
就職指導（ 個別対応）

14
就職指導（ 個別対応）

15
個別面談（ 各個人の状況の確認）

16



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

コ ミ ュ ニケーショ ン

オリ エンテーショ ン

グループワーク

時間割を みる

授業の準備ができ る

実店舗へ行き 、 材料を 調べる

花の名前や店の名前を 調べる

コ ミ ュ ニケーショ ン力を発揮する

企業について調査する

自分について考える

自分について考える

身だし なみ、 メ イ ク を 整える

企業について詳し く 調べる

過去の面接から の対策

企業について詳し く 調べる

過去の面接から の対策

対面

ZOOM練習

ZOOM練習

グループディ スカ ッ ショ ン

到達目標

１ 、 社会性を身につける

２ 、 コ ミ ュ ニケーショ ン力を身につける

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： ホームルーム 北島 　 ■  1年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
自己紹介・ 他己紹介

自分、 相手について話を するこ と ができ る

2
学校見学

学校に慣れる

3
時間割、 教科書、 教材の確認

時間割を 見て行動でき る

4
資材店見学

花の道具を 準備でき る

5
花店見学

花店の違いや季節の花を 調べる

6
１ ・ ２ 年交流会

7
業界EXPOにむけて

企業調査

8
業界EXPOにむけて

自己PR

9
業界EXPOにむけて

自己PR

10
業界EXPOにむけて

身だし なみ、 写真撮影

11
面接にむけて

企業調査

12
面接にむけて

過去分析

13
面接にむけて

面接練習

14
面接にむけて

面接練習

15
面接にむけて

面接練習

16
面接にむけて

面接練習



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

お礼状、 メ ールの返信文を作るこ と ができ る

企業の求めている人材について考えをまと める

面接官にアピールでき る

面接官にアピールでき る

確認

コ ミ ュ ニケーショ ン力を 発揮する

到達目標

１ 、 社会性を 身につける

２ 、 コ ミ ュ ニケーショ ン力を 身につける

３ 、 面接の準備を する

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： ホームルーム 北島 　 ■  １ 年　 前期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
面接対策

お礼状の書き 方やメ ールの返信について

2
面接対策

企業によっ て面接内容を考える

3
面接対策

面接練習

4
面接対策

面接練習

5
面接対策

面接練習

6
面接対策

面接練習

7
面接対策

面接練習

8
面接対策

面接練習

9
面接対策

面接練習

10
面接対策

面接練習

11
面接対策

面接練習

12
面接対策

面接練習

13
面接対策

面接練習

14
面接対策

面接練習

15
面接対策

面接練習

16
面接対策

面接練習



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標
社会人と し ての心構えを備え、 前向き に考える力を身につける
就職未決者・ 内定者の個別対応を行い自己肯定感を養う

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： ホームルーム 北島 　 ■  2年　 前期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
面接対策

面接練習

2
面接対策

面接練習

3
面接対策

面接練習

4
面接対策

面接練習

5
面接対策

面接練習

6
面接対策

面接練習

7
面接対策

面接練習

8
面接対策

面接練習

9
面接対策

面接練習

10
面接対策

面接練習

11
面接対策

面接練習

12
面接対策

面接練習

13
面接対策

面接練習

14
面接対策

面接練習

15
面接対策

面接練習

16
面接対策

面接練習



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標
社会人と し ての心構えを備え、 前向き に考える力を身につける
就職未決者・ 内定者の個別対応を行い自己肯定感を養う

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： ホームルーム 北島 　 ■  2年　 後期

1

2

3

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

7

8

9
面接練習

4

5

6

面接練習

面接対策

面接練習

面接対策

11

12

面接対策

面接練習

面接対策

面接練習

16
後期まと め

面接対策

面接練習

面接対策

面接練習

面接対策

面接練習

面接対策

13

14

15
面接対策

面接練習

10

面接練習

面接練習

面接対策

面接練習

面接対策

面接練習

面接対策

面接対策

面接練習

面接対策

面接練習

面接対策



授業担当

6単位　 96時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）
備考

（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： ワーキング・ スタ ディ 北島 　 ■ 1年　 前期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を生かし 、 業界の求める人材と なるため、 学校指定の
会社にて実践を行う

演習

回
授業内容

1 学校指定の会社での実務

2 学校指定の会社での実務

3 学校指定の会社での実務

4 学校指定の会社での実務

5 学校指定の会社での実務

6 学校指定の会社での実務

7 学校指定の会社での実務

8 学校指定の会社での実務

9 学校指定の会社での実務

10 学校指定の会社での実務

11 学校指定の会社での実務

12 学校指定の会社での実務

16 学校指定の会社での実務

13 学校指定の会社での実務

14 学校指定の会社での実務

15 学校指定の会社での実務



授業担当

6単位　 96時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）
備考

（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： ワーキング・ スタ ディ 北島 　 ■ 1年　 後期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を 生かし 、 業界の求める人材と なるため、 学校指定
の会社にて実践を 行う

演習

回
授業内容

1 学校指定の会社での実務

2 学校指定の会社での実務

3 学校指定の会社での実務

4 学校指定の会社での実務

5 学校指定の会社での実務

6 学校指定の会社での実務

7 学校指定の会社での実務

8 学校指定の会社での実務

9 学校指定の会社での実務

10 学校指定の会社での実務

11 学校指定の会社での実務

12 学校指定の会社での実務

16 学校指定の会社での実務

13 学校指定の会社での実務

14 学校指定の会社での実務

15 学校指定の会社での実務



授業担当

6単位　 96時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）
備考

（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： ワーキング・ スタ ディ 北島 　 ■ 2年　 前期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を生かし 、 業界の求める人材と なるため、 学校指定
の会社にて実践を行う

演習

回
授業内容

1 学校指定の会社での実務

2 学校指定の会社での実務

3 学校指定の会社での実務

4 学校指定の会社での実務

5 学校指定の会社での実務

6 学校指定の会社での実務

7 学校指定の会社での実務

8 学校指定の会社での実務

9 学校指定の会社での実務

10 学校指定の会社での実務

11 学校指定の会社での実務

12 学校指定の会社での実務

16 学校指定の会社での実務

13 学校指定の会社での実務

14 学校指定の会社での実務

15 学校指定の会社での実務



授業担当

6単位　 96時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）
備考

（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： ワーキング・ スタ ディ 北島 　 ■ 2年　 後期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を 生かし 、 業界の求める人材と なるため、 学校指定
の会社にて実践を 行う

演習

回
授業内容

1 学校指定の会社での実務

2 学校指定の会社での実務

3 学校指定の会社での実務

4 学校指定の会社での実務

5 学校指定の会社での実務

6 学校指定の会社での実務

7 学校指定の会社での実務

8 学校指定の会社での実務

9 学校指定の会社での実務

10 学校指定の会社での実務

11 学校指定の会社での実務

12 学校指定の会社での実務

16 学校指定の会社での実務

13 学校指定の会社での実務

14 学校指定の会社での実務

15 学校指定の会社での実務



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修A 北島 　 ■ 1年　 前期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を 生かし 、 企業の求める人材と なるため、
実践を 行う 		

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修A 北島 　 ■ 1年　 後期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を 生かし 、 企業の求める人材と なるため、
実践を 行う 		

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修A 北島 　 ■ 2年　 前期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を生かし 、 企業の求める人材と なるため、
実践を行う 		

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修A 北島 　 ■ 2年　 前期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を生かし 、 企業の求める人材と なるため、
実践を行う 		

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り
16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

到達目標
I T企業に求めら れる、 I T技術者と し てのビジネスコ ミ ュ ニケーショ ンを身につけ
る。

演習

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修B 北島 　 ■ 1年　 前期



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り
16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

到達目標
I T企業に求めら れる、 I T技術者と し てのビジネスコ ミ ュ ニケーショ ンを身につけ
る。

演習

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修B 北島 　 ■ 1年　 後期



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り
16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

到達目標
I T企業に求めら れる、 I T技術者と し てのビジネスコ ミ ュ ニケーショ ンを身につけ
る。

演習

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修B 北島 　 ■ 2年　 前期



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り
16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

到達目標
I T企業に求めら れる、 I T技術者と し てのビジネスコ ミ ュ ニケーショ ンを 身につ
ける。

演習

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修B 北島 　 ■ 2年　 前期



授業担当

16単位　 256時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り
16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

到達目標 システム開発全体の流れを理解し 実践でき る業務能力を身に付ける。

演習

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修C 北島 　 ■ 1年　 後期



授業担当

16単位　 256時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り
16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

到達目標 システム開発全体の流れを理解し 実践でき る業務能力を身に付ける。

演習

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修C 北島 　 ■ 2年　 前期



授業担当

16単位　 256時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り
16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

到達目標 システム開発全体の流れを 理解し 実践でき る業務能力を 身に付ける。

演習

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修C 北島 　 ■ 2年　 前期



授業担当

16単位　 256時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り
16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

到達目標
実践を通し プログラ ミ ングの開発に求めら れる開発工程の進捗管理を身につけ
る。

演習

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修D 北島 　 ■ 1年　 後期



授業担当

16単位　 256時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り
16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

到達目標
実践を通し プログラ ミ ングの開発に求めら れる開発工程の進捗管理を身につけ
る。

演習

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修D 北島 　 ■ 2年　 前期



授業担当

16単位　 256時数

実務経験　

I Tプログラ マ職歴有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り
16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

到達目標
実践を通し プログラ ミ ングの開発に求めら れる開発工程の進捗管理を身につけ
る。

演習

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 　 I Tビジネス学科

　 教科名： 企業研修D 北島 　 ■ 2年　 前期
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